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研究成果の概要（和文）：従来の研究で等閑視されてきたサンスクリット写本識語の調査をネパール写本中心に実施し
た。国内外のサンスクリット写本所蔵機関で実見調査を実施し、多くの写本識語を正確に解読し電子テキストとして蓄
積した上で、地名・寺院名・王名・筆写者・寄進者・所有者その他の固有名詞を収集し、日付を西暦に換算し書写年代
を確定できた。既存の目録や校訂本に記載される識語に、非常に多くの誤読や年代見落とし等の欠陥が含まれているこ
とが明らかになった。識語調査の副産物として、目録で未比定とされる写本の文献比定や目録に記載されていない断片
の発見にも成功した。

研究成果の概要（英文）：The project focused on the study of colophons of Sanskrit manuscripts, mainly 
coming from Nepal - an area which has been largely neglected so far. We have conducted actual surveys of 
original manuscripts housed in Japanese and English collections. This has resulted in a body of digitally 
stored data of the colophons which have been accurately deciphered. We have also collected such data as 
places, temples, rulers, scribes, donors, owners, etc. connected to the colophons. In some cases, this 
has allowed us to determine with precision the historical dates when the manuscripts/colophons were 
written. The investigation has also revealed that the existing catalogues and editions of Sanskrit 
manuscripts with colophons contain many incorrect readings, omissions of dates, etc. A spinoff of the 
research has been the identification of Sanskrit manuscripts previously unidentified as well as of 
fragments unrecorded in existing catalogues.
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１．研究開始当初の背景 
 19 世紀前半カトマンドゥ盆地で、ネワール
仏教徒がサンスクリットで仏教文献を伝承
していることが明らかになって以来、膨大な
数のサンスクリット仏典がネパール写本に
基づいて校訂出版された。従来、ネパール写
本を研究する際の重点は本文校訂にあった
ため、本文と直接関係のない識語は、書写年
代以外特に注目されることなく付属的に扱
われてきた。ネパール写本の目録についても、
識語の内容を正確に記述したといえるもの
は少ない。ネパール史研究では写本識語が一
次史料として利用されてきたが、サンスクリ
ット文献学・仏教学の分野でネパール写本識
語の包括的研究が行われたことはかつてな
かった。 
 
２．研究の目的 
 従来の研究で等閑視されてきたサンスク
リット写本識語の調査をネパール写本中心
に実施し、識語をできる限り正確に解読した
上で、識語に現れる固有名詞を収集し、書写
年代を確定することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
まずネパール写本の写真版・原典転写版・
校訂版等公刊された書籍・雑誌論文の中から、
識語部分を含むものを抽出し、文献目録を作
成した。 
 写本識語をできる限り正確に解読するた
め、国内外のサンスクリット写本所蔵機関で
実見調査を実施した。実見調査の際にはその
場でノートパソコンに入力し、電子テキスト
として蓄積していった。個々の識語に現れる
地名・寺院名・王名・筆写者・寄進者・所有
者その他の固有名詞を収集した。調査に当た
っては、日付を明記する写本を優先的に調査
し、インターネット上で公開されているソフ
トウェア Yano & Fushimi, Pancanga Vers. 
3.13 を応用することにより、書写完了日を西
暦に換算し確定することができた。 
 
４．研究成果 
 500 本以上のネパール写本を所蔵する東京
大学総合図書館では、古い貝葉写本を中心に
実見調査を行った。同館所蔵サンスクリット
写本については、 Seiren Matsunami, A 
Catalogue of the Sanskrit Manuscripts in 
the Tokyo University Library (Tokyo: 
Suzuki Research Foundation, 1965)(松涛目
録)が公刊されているが、写本の実見調査に
より、同目録で未比定とされる断片の文献比
定に成功したほか、同目録に未記載の断片を
発見できた。写本の年代について、同目録で
は識語に記されているネワール暦の年号を
記載するのみであるが、曜日等の詳しい暦日
要素を識語に記す多くの写本の書写完了日
を西暦に換算し確定することができた。 
 東洋文庫では所蔵する全サンスクリット
写本の識語解読が完了した。目録(Ryotai 

Kaneko and Yoshihiro Matsunami with the 
collaboration of Kojun Saito,“A 
Descriptive Catalogue of the Sanskrit 
Manuscripts in the Possession of the Toyo 
Bunko,”Memoirs of the Research 
Department of the Toyo Bunko 37, 1979: 
pp.151-191)で“unidentified”（未比定）
とされる写本、No. 27 が Vimalaprabha, No. 
28 が Madhava 著 Rugviniscaya および Vrnda
著 Siddhayoga を中心とする医学文献の写本
であることが明らかになった（雑誌論文②）。
4 本の写本については書写完了日を西暦に換
算し確定することができた。 
 東海大学付属図書館中央図書館では現在
所在不明の1本を除く全サンスクリット写本
の識語実見調査が完了した。 
 立正大学情報メディアセンター大崎図書
館所蔵 Gandavyuha 写本は、現存する最終葉
が識語の途中で終わっているので、次葉に日
付等を含む識語の続きが記されていたもの
と考えられる。 
 国外では研究分担者がイギリスに出張し
以下の所蔵機関で実見調査を実施した。 
 王立アジア協会（ロンドン）所蔵本につい
ては、目録で書写年代の記載が確認できる全
写本（全所蔵写本の約半数）の識語解読が完
了した。Budhanrtyesvara の書写した No.55 
Dharanisamgraha 写本の書写完了日が西暦
1824 年 2月 7日土曜日に確定するため、同じ
筆写者を識語に明記しながらも日付のない
同一筆跡の No.5 Lankavatara 写本も 19 世紀
前半の写本である可能性が高い。6 本の書写
完了日が確定したが、16 本の識語では曜日等
が記されていないため日付の確認ができな
かった。 
 ウェルカム図書館（ロンドン）では、大部
分のサンスクリット写本の識語実見調査が
できた。同館ではデジタルカメラによる写本
撮影が許可されたため調査した識語を全て
撮影した。 
 大英図書館（ロンドン）では、20 世紀初頭
に 出 版 さ れ た 目 録 （ Cecil Bendall, 
Catalogue of the Sanskrit Manuscripts in 
the British Museum. London: Gilbert and 
Rivington, 1902）に記載される写本を中心
に実見調査を実施した結果、目録に記載され
る識語に誤読が含まれていることが明らか
となった。 
 ロンドン大学 SOAS 図書館では、デジタル
カメラによる写本撮影が許可されたため識
語を撮影しながら、実見調査を行った。 
 ケンブリッジ大学図書館では、もともと東
インドで作成されたのちネパールにもたら
されたと考えられる写本を中心に識語の実
見調査を実施した。西暦 1447 年 8 月 9 日水
曜日に換算・確定できる日付と、ビハール地
方の現代の村名に比定できる地名を、識語に
明記する Kalacakratantra 写本（Add.1364）
に関しては、研究分担者が学会発表①②を行
い、雑誌論文①を公刊した。13 世紀初頭、ヴ



ィクラマシーラ等、東インドの大規模仏教寺
院がムスリム軍の攻撃で破壊された後、イン
ド仏教が滅亡したとする従来の通説が覆さ
れ、15 世紀中葉まで東インドで仏教が確実に
存続していたことが同論文で立証された。写
本識語研究が、インド仏教史の常識を書き換
える結果となった。 
以上、国内外のサンスクリット所蔵機関で
の実見調査により、既存の目録や校訂本に記
載される識語に、誤読や年代見落とし等の欠
陥が含まれていることが明らかになった。ま
た写真版やマイクロフィルム等で解読困難
な箇所が実見調査で解読できた事例が非常
に多い。識語はサンスクリット写本の最終葉
に書かれるため物理的破損・磨滅にさらされ
ており、実見調査はよりよい解読のために非
常に有効であった。 
精確に解読した識語から、地名・寺院名・
王名・筆写者・寄進者・所有者その他の固有
名詞を収集し、書写年代を西暦に換算・確定
できた。 
ネパール写本所蔵機関を中心に、利用案
内・閲覧方法やインターネット上で利用でき
る目録・写本画像等へのリンクを集めた、「サ
ンスクリット仏教写本 所蔵機関リンク集」
を国際仏教学大学院大学ウェブページ上に
公開し随時更新した。 
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